
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
の
玄
関
口
の
女
満
別
空
港

か
ら
車
で
約
50
分
。
牧
場
に
着
い
て
ま
ず
気
付

く
の
が
、
豚
舎
の
臭
い
が
ま
っ
た
く
し
な
い
こ

と
だ
。

　「
き
れ
い
好
き
な
豚
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な

い
た
め
、
寝
床
と
す
る
麦
わ
ら
は
、
週
に
１
回

交
換
し
て
、
豚
舎
も
消
毒
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
飼
養
管
理
を
担
う
専
務
の
佐
々
木
勉

さ
ん
（
59
）。
清
潔
に
保
た
れ
た
豚
房
は
１
頭

当
た
り
１
・
８
㎡
と
通
常
の
２
倍
で
余
裕
が
あ

る
。
ふ
か
ふ
か
の
麦
わ
ら
の
ベ
ッ
ド
の
中
を
駆

け
回
る
豚
は
表
情
も
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
。

　
快
適
な
飼
育
環
境
が
高
品
質
な
豚
を
育
て

る
。
上
物
率
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
70
％
を
超
え
、

80
％
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
場
長
を
務
め
る

従
業
員
の
岩
崎
則
昭
さ
ん
（
48
）
は
「
手
間
は

か
か
る
が
、
週
２
回
の
出
荷
で
上
物
率
が
高
い

と
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

豚
は
全
量
を
、Ｊ
Ａ
し
れ
と
こ
斜
里
を
通
じ
て

ホ
ク
レ
ン
に
出
荷
す
る
。

　
佐
々
木
種
畜
牧
場
は
、
現
会
長
の
佐
々
木
信

男
さ
ん
（
91
）
が
、１
９
６
０
年
に
創
業
し
た
。

今
は
長
男
の
隆
さ
ん
（
61
）
が
社
長
、
次
男
の

勉
さ
ん
が
専
務
を
務
め
る
。

11

「
豚
２
頭
か
ら
始
め
、
が
む
し
ゃ
ら
に
や
っ
て

き
た
」
と
振
り
返
る
信
男
会
長
。
70
年
か
ら
種

豚
の
生
産
を
中
心
と
し
た
経
営
を
始
め
た
。

　
先
輩
養
豚
農
家
か
ら
学
び
、Ｊ
Ａ
の
指
導
を

受
け
て
飼
養
技
術
を
磨
い
た
。
80
年
か
ら
５
年

連
続
で
北
海
道
種
豚
共
進
会
の
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
、
84
年
に
全
日
本
種
豚
共
進
会
で
銅
賞
を
獲

得
。
87
年
に
は
ホ
ク
レ
ン
指
定
種
豚
農
場
に
認

定
さ
れ
た
。

　
ホ
ク
レ
ン
が
種
豚
の
供
給
を
始
め
る
と
、

2
0
1
1
年
か
ら
は
、
種
豚
を
ホ
ク
レ
ン
か
ら

仕
入
れ
、
肉
豚
の
販
売
に
専
念
。
種
豚
生
産
で

培
っ
た
高
い
飼
養
技
術
を
生
か
し
、
味
の
良
さ

に
こ
だ
わ
っ
た
高
品
質
な
豚
を
育
て
る
体
制
を

確
立
し
た
。
味
の
決
め
手
は
、
麦
を
主
体

に
し
た
専
用
飼
料
だ
。
信
男
会
長
は

「
特
に
、
脂
肪
が
白
く
、
柔
ら
か
く
、
甘
く
な
る
」

と
利
点
を
解
説
す
る
。

　
２
０
０
０
年
に
「
サ
チ
ク
赤
豚
」
の
名
で
ブ

ラ
ン
ド
化
に
乗
り
出
し
た
。
そ
の
後
も
J
A
・

ホ
ク
レ
ン
・
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
と
飼
料

の
改
良
を
重
ね
、
麦
類
30
％
の
割
合
に
た
ど
り

着
い
た
。
飼
料
の
完
成
を
受
け
て
新
ブ
ラ
ン
ド

「
サ
チ
ク
麦
王
」
を
立
ち
上
げ
、
14
年
に
商
標

を
登
録
。
道
内
の
ス
ー
パ
ー
や
精
肉
店
の
他
、

斜
里
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
な
ど
に
販

路
を
広
げ
、
地
元
で
は
贈
答
品
の
定
番
と
な
っ

て
い
る
。

　
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
畜
産
生
産
課
の
成
田
広

之
係
長
は
「
こ
れ
だ
け
麦
を
多
く
与
え
る
牧
場

は
他
に
な
い
」
と
話
す
。
た
だ
、
麦
主
体
の
飼

料
は
増
体
に
時
間
が
か
か
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
広
い
豚
房
で
豚
が
よ
く
動
く
こ
と
も
あ
り
、

出
荷
日
数
は
平
均
１
９
０
日
と
、
一
般
的
な
農

場
と
比
べ
て
長
い
。
ま
た
、
寝
床
と
す
る
麦
わ

ら
の
交
換
は
手
作
業
の
た
め
人
手
も
か
か
る
。

　
そ
れ
で
も
、
や
り
方
は
変
え
な
い
。
信
男
会

長
は
「
お
客
さ
ん
に
お
い
し
い
豚
肉
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
。
効
率
の
た
め
に
味
を
妥
協
す
る

こ
と
は
し
な
い
」
と
言
い
切
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、
地
元
で
の
評
価
を
高

め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
、
直
営
す
る
精
肉
直
売
店
と
焼

肉
店
だ
。
牧
場
に
併
設
す
る
精
肉
直
売
店
は
１

９
８
７
年
に
開
店
。
ホ

ク
レ
ン
か
ら
１
頭
ご
と

に
肉
を
買
い
戻
し
て
販
売
す

る
。
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト
に
も
対
応
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
。
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
立
地

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
日
約
40
人
が
訪
れ
る
。

　
焼
肉
店
「
豚
匠 

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
」
は
、
町

の
中
心
部
の
Ｊ
Ｒ
知
床
斜
里
駅
近
く
で
営
業
。

薄
切
り
の
ロ
ー
ス
を
さ
っ
と
焼
い
て
食
べ
る

「
焼
き
し
ゃ
ぶ
」
や
、
横
隔
膜
周
辺
の
「
豚
サ

ガ
リ
」
な
ど
の
希
少
部
位
を
含
む
焼
肉
の
他
、

「
ポ
ー
ク
グ
ラ
タ
ン
」「
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
ピ
ザ
」

な
ど
の
豚
肉
料
理
で
、「
サ
チ
ク
麦
王
」
の
食

べ
方
を
提
案
す
る
。

　
来
店
客
に
は
、
子
ど
も
に
せ
が
ま
れ
て
来
る

家
族
が
多
い
と
い
う
。
運
営
を
担
う
隆
社
長
は

「
子
ど
も
は
味
に
正
直
な
の
で
『
お
い
し
い
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
自
信
に
な
る
」
と
手
ご

た
え
を
話
す
。

　
地
域
に
密
着
し
た
循
環
型
農
業
の
実
践
へ
、

近
隣
農
家
と
の
耕
畜
連
携
に
も
取
り
組
む
。
自

家
製
の
豚
ぷ
ん
堆
肥
を
提
供
し
、
寝
床
に
使
う

年
間
３
０
０
ha
分
の
麦
わ
ら
と
交
換
。
堆
肥
は

敷
地
内
に
備
え
た
約
１
３
０
０
㎡
の
堆
肥
舎

で
、
豚
ぷ
ん
と
麦
わ
ら
を
混
ぜ
、
切
り
返
し
な

が
ら
２
年
間
発
酵
さ
せ
て
作
る
。

　
Ｊ
Ａ
し
れ
と
こ
斜
里
農
畜
産
課
の
泉
寧
典
調

査
役
は
「
地
域
は
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
畑

作
が
盛
ん
。
良
質
な
堆
肥
を
提
供
す
る
同
牧
場

は
近
隣
の
農
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
存
在
」
と

評
価
す
る
。

　
こ
だ
わ
り
の
飼
育
体
制
や
多
角
経
営
へ
の
挑

戦
を
支
え
る
の
が
60
年
以
上
か
け
て
築
い
て
き

た
Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
と
の
協
力
体
制
だ
。

　
信
男
会
長
は
「
種
豚
生
産
時
代
に
は
、
市
場

で
高
額
な
豚
を
買
っ
て
資
金
繰
り
に
苦
し
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
。
未
経
験
で
精
肉
店
や
焼
肉
店

を
始
め
た
時
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

だ
っ
た
。
続
け
ら
れ
た
の
は
、Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ

ン
、
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
の
お
か
げ
だ
」

と
振
り
返
る
。「
良
い
時
も
悪
い
時
も
変
わ
ら

ず
支
え
て
く
れ
る
。
他
の
業
者
に
目
移
り
す
る

こ
と
な
く
、
系
統
一
本
で
迷
わ
な
か
っ
た
こ
と

が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
る
。

　
目
下
の
課
題
は
、
年
間
通
し
て
安
定
し
た
増

体
。
夏
場
の
増
体
を
改
善
す
る
た
め
、
２
０
２

３
年
に
は
豚
舎
の
暑
熱
対
策
に
換
気
設
備
を
整

え
た
。
勉
専
務
は
「
厳
し
い
畜
産
情
勢
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も
J
A
・
ホ
ク
レ
ン
と
変
わ
ら
ぬ
協

力
体
制
で
、
お
い
し
い
『
サ
チ
ク
麦
王
』
の
生

産
を
維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
展
望
す
る
。

効率のために
　　味を妥協することはしない

地元に愛される
ブランドを
目指しています

ストレスを
与えない環境を
大切にしています

地
元
を
代
表
す
る

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
定
着

北海道の東端、オホーツク海に面し、世界遺産知床の雄大な自然で

知られる斜里町に、餌と飼育環境にこだわった高品質の豚を育て、地域に愛

される牧場がある。町内唯一の養豚農家の佐々木種畜牧場だ。餌は、麦類を

30％配合した独自の飼料をJAしれとこ斜里・ホクレン・ホクレンくみあい飼料

株式会社と協力して開発。肥育豚舎の豚房は、高さ30㎝まで麦わらを敷き詰

め、１頭当たりの空間も広く確保する。手塩にかけた豚は「サチク麦王」の名でブ

ランド化。脂肪と肉の質の良さで幅広い世代に人気を得て、直営する精肉店と

焼肉店には町内外からリピーターが訪れる。
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一つに選定された
「サチク麦王」
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体の飼

料と快適
な豚房が決め手！

麦主
体の飼

料と快適
な豚房が決め手！

味の良
さで愛され
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味の良

さで愛され
る豚肉を生産
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麦を主
体とし

た飼
料
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ツ
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地
域
の
玄
関
口
の
女
満
別
空
港
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ら
車
で
約
50
分
。
牧
場
に
着
い
て
ま
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気
付

く
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が
、
豚
舎
の
臭
い
が
ま
っ
た
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し
な
い
こ

と
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。
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き
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回
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、
豚
舎
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ま
す
」
と
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飼
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管
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担
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専
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の
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木
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あ
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は
表
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快
適
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飼
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境
が
高
品
質
な
豚
を
育
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上
物
率
は
コ
ン
ス
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に
70
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を
超
え
、

80
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に
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す
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こ
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も
あ
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場
長
を
務
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業
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の
岩
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則
昭
さ
ん
（
48
）
は
「
手
間
は

か
か
る
が
、
週
２
回
の
出
荷
で
上
物
率
が
高
い

と
や
り
が
い
を
感
じ
る
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と
笑
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を
見
せ
る
。

豚
は
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量
を
、Ｊ
Ａ
し
れ
と
こ
斜
里
を
通
じ
て

ホ
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に
出
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る
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佐
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木
種
畜
牧
場
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現
会
長
の
佐
々
木
信

男
さ
ん
（
91
）
が
、１
９
６
０
年
に
創
業
し
た
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今
は
長
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隆
さ
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（
61
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が
社
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次
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勉
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専
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べ
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に
味
を
妥
協
す
る

こ
と
は
し
な
い
」
と
言
い
切
る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
で
は
、
地
元
で
の
評
価
を
高

め
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
の
が
、
直
営
す
る
精
肉
直
売
店
と
焼

肉
店
だ
。
牧
場
に
併
設
す
る
精
肉
直
売
店
は
１

９
８
７
年
に
開
店
。
ホ

ク
レ
ン
か
ら
１
頭
ご
と

に
肉
を
買
い
戻
し
て
販
売
す

る
。
オ
ー
ダ
ー
カ
ッ
ト
に
も
対
応
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
を
獲
得
。
町
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
立
地

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
日
約
40
人
が
訪
れ
る
。

　
焼
肉
店
「
豚
匠 

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
」
は
、
町

の
中
心
部
の
Ｊ
Ｒ
知
床
斜
里
駅
近
く
で
営
業
。

薄
切
り
の
ロ
ー
ス
を
さ
っ
と
焼
い
て
食
べ
る

「
焼
き
し
ゃ
ぶ
」
や
、
横
隔
膜
周
辺
の
「
豚
サ

ガ
リ
」
な
ど
の
希
少
部
位
を
含
む
焼
肉
の
他
、

「
ポ
ー
ク
グ
ラ
タ
ン
」「
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
ピ
ザ
」

な
ど
の
豚
肉
料
理
で
、「
サ
チ
ク
麦
王
」
の
食

べ
方
を
提
案
す
る
。

　
来
店
客
に
は
、
子
ど
も
に
せ
が
ま
れ
て
来
る

家
族
が
多
い
と
い
う
。
運
営
を
担
う
隆
社
長
は

「
子
ど
も
は
味
に
正
直
な
の
で
『
お
い
し
い
』

と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
自
信
に
な
る
」
と
手
ご

た
え
を
話
す
。

　
地
域
に
密
着
し
た
循
環
型
農
業
の
実
践
へ
、

近
隣
農
家
と
の
耕
畜
連
携
に
も
取
り
組
む
。
自

家
製
の
豚
ぷ
ん
堆
肥
を
提
供
し
、
寝
床
に
使
う

年
間
３
０
０
ha
分
の
麦
わ
ら
と
交
換
。
堆
肥
は

敷
地
内
に
備
え
た
約
１
３
０
０
㎡
の
堆
肥
舎

で
、
豚
ぷ
ん
と
麦
わ
ら
を
混
ぜ
、
切
り
返
し
な

が
ら
２
年
間
発
酵
さ
せ
て
作
る
。

　
Ｊ
Ａ
し
れ
と
こ
斜
里
農
畜
産
課
の
泉
寧
典
調

査
役
は
「
地
域
は
麦
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
畑

作
が
盛
ん
。
良
質
な
堆
肥
を
提
供
す
る
同
牧
場

は
近
隣
の
農
家
に
と
っ
て
も
重
要
な
存
在
」
と

評
価
す
る
。

　
こ
だ
わ
り
の
飼
育
体
制
や
多
角
経
営
へ
の
挑

戦
を
支
え
る
の
が
60
年
以
上
か
け
て
築
い
て
き

た
Ｊ
Ａ
や
ホ
ク
レ
ン
と
の
協
力
体
制
だ
。

　
信
男
会
長
は
「
種
豚
生
産
時
代
に
は
、
市
場

で
高
額
な
豚
を
買
っ
て
資
金
繰
り
に
苦
し
ん
だ

こ
と
も
あ
っ
た
。
未
経
験
で
精
肉
店
や
焼
肉
店

を
始
め
た
時
は
、
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

だ
っ
た
。
続
け
ら
れ
た
の
は
、Ｊ
Ａ
と
ホ
ク
レ

ン
、
ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
の
お
か
げ
だ
」

と
振
り
返
る
。「
良
い
時
も
悪
い
時
も
変
わ
ら

ず
支
え
て
く
れ
る
。
他
の
業
者
に
目
移
り
す
る

こ
と
な
く
、
系
統
一
本
で
迷
わ
な
か
っ
た
こ
と

が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
信
頼
を
寄
せ
る
。

　
目
下
の
課
題
は
、
年
間
通
し
て
安
定
し
た
増

体
。
夏
場
の
増
体
を
改
善
す
る
た
め
、
２
０
２

３
年
に
は
豚
舎
の
暑
熱
対
策
に
換
気
設
備
を
整

え
た
。
勉
専
務
は
「
厳
し
い
畜
産
情
勢
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も
J
A
・
ホ
ク
レ
ン
と
変
わ
ら
ぬ
協

力
体
制
で
、
お
い
し
い
『
サ
チ
ク
麦
王
』
の
生

産
を
維
持
し
て
い
き
た
い
」
と
展
望
す
る
。

脂肪が柔らかく、甘いと評判の「サチク麦王」

たっぷりと麦わらが敷かれた豚房

精肉直売店

豚匠SACHIKU

1.8㎡/頭で
広 ！々

麦わらのベ
ッドは高さ

30㎝以上
で

ふかふか♪

多
角
経
営
の
挑
戦
支
え
る

J
A
・
ホ
ク
レ
ン
・

ホ
ク
レ
ン
く
み
あ
い
飼
料
と
の
協
力
体
制

住所▶北海道斜里町字美咲６９
TEL▶0152-23-0429
営業時間▶8：30～18：00
定休日▶月曜日

ＪＡ泉調査役（右）、ホクレン成田係長（中央右）と勉専務（左）、岩崎場長

地域循環へのこだわりサチク麦王

堆肥

畑作

麦わら

豚舎

おいしさの秘密！Delici�s

清潔
さが
保たれる

豚舎

住所▶北海道斜里町本町37-1
TEL▶0152-23-2985
営業時間▶17：00～22：00
定休日▶月曜日

麦がおいしさの
秘密だよ！

と
ん
し
ょ
う
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